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午前９時５７分開会 

○小泉ひろし委員長 定刻前でございますが、皆さ

ん全員おそろいですので、ただいまから災害・オ

ウム対策調査特別委員会を開会いたします。 

  なお、前回の委員会終了後、環七下、善福寺川

の視察に御参加、御協力いただきまして、ありが

とうございました。 

  また、委員会の審査が長時間になった場合には

休憩を取りますが、休憩時間でなくてもトイレに

は我慢せずに行っていただいて構いませんので、

よろしくお願い申し上げます。 

 

           ◇            

 

○小泉ひろし委員長 まず初めに、記録署名員の御

指名を申し上げます。 

  水野委員、富田委員、よろしくお願いいたしま

す。 

 

           ◇            

 

○小泉ひろし委員長 次に、陳情の審査に移ります。 

  ６受理番号１２ 放射能汚染から子どもの健康

を守るため、汚染土・除染土の安全管理と再生可

能なエネルギー政策を進めるよう求める陳情を単

独議題といたします。前回は継続審査であります。 

  最初に、追加署名の提出がありましたので、区

議会事務局次長から報告をお願いいたします。 

○区議会事務局次長 ６受理番号１２の陳情につき

ましては、３月１１日付で３２６名の追加署名の

提出があり、合計で６５３名になりましたので、

御報告いたします。 

○小泉ひろし委員長 執行機関は何か変化ございま

すか。 

○危機管理課長 特に変化はございません。 

○小泉ひろし委員長 それでは、質疑に入ります。 

  何か質疑はございますか。 

○はたの昭彦委員 今の報告あったとおり、陳情の

署名が、今回、３月１１日で３２６名が出されて

合計６５３名ということで、前回から比べると、

３２６名と大変多くの方が署名を出されたという

ことで言うと、この原発事故から１４年たってい

るわけですけれども、やはりこの原発事故が起き

た月が近づいてくると、こういった不安の声が非

常に大きくなるのかなと思うのですけれども、い

まだにこういった多くの方が放射能に対する不安

の持っているということについての区の認識はい

かがでしょうか。 

○危機管理課長 ６００名超もの方々の署名がある

ということは、区としても重く受け止めていると

ころでございます。 

○はたの昭彦委員 それと、福島原発の事故によっ

て出た汚染土の処分については、２０２６年でし

たか、県外搬出ということが決まっていて、ここ

のところそういう動きが政府内で大きく環境省の

推進で出ていますけれども、なかなか国民の理解

が得られないということで、進む見通しも立って

いないというのがありますが、ただ、区内でも国

の公共工事に除染土を使うという方向が出される

可能性があります。 

  そういった場合には、是非、区民の声をしっか

りと伝える意味での立場を取っていただきたいと

思うのですが、それについていかがでしょうか。 

○生活環境保全課長 国が、現在大熊町、双葉町の

中間貯蔵施設で保管されております除染土を３０

年後の２０４５年３月までに県外で最終処分を完

了することを国の責務として方針を持っているこ

とについては認識を持っております。 

  足立区でということになったときには、はたの

委員御指摘のとおり、区民に向けてしっかり周知

をしていく、御理解をいただくということは大事

なことだと考えております。 

○はたの昭彦委員 周知で御理解ではなくて、今、

新宿御苑とか所沢市で実証実験やろうとしたけれ
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ども、住民の方の反対の声があってストップをし

てしまう、それが住民の声だと思うのです。 

  そういう立場に立っていただきたいということ

で言っているのですが、改めていかがでしょうか。 

○生活環境保全課長 住民といいますか、生活者の

視点を持って、しっかり情報共有といいますか、

御理解といいますか、しっかりそういうことを進

めていくことが大事なことであると考えておりま

す。 

○副区長 非常に難しい問題だと認識しております。

簡単に受け入れることができるものでもありませ

んので、国あるいは東京都の方とも十分協議をし

て、どうしていくかというのは、なかなか賛成で

きる立場ではないのかなと、現状ではそう考えて

おります。 

○はたの昭彦委員 そういう立場で頑張っていただ

きたいです。 

  最後に、学校施設などでも放射能の高かったや

つを埋設していますけれども、今、東渕江小学校

の建て替えが行われていますけれども、その埋設

場所に対しての事業者への周知ですとか今後の扱

い、事業者に対しての扱いについての指導という

のはどのようになっているでしょうか。 

○危機管理部長 営繕課の方では、この埋設場所の

お話だとか、工事の進捗では把握して対応は取っ

ていただいているのですが、事業者へどういう指

導をしているかということに関しては、所管に確

認してみますので、後ほど御報告させていただき

ます。 

○はたの昭彦委員 間違って掘ってしまうなどとい

うことがないように、是非していただきたいと思

います。終わります。 

○いいくら昭二委員 私からも二、三質問させてく

ださい。 

  今年も３月１１日を迎えて１４年たった、今で

も鮮明に覚えているということで、今回の受理番

号１２にあったようなことは絶対二度と起こって

はならないというのは我が会派でも認識している

わけでございます。 

  とはいえ、今回の請願の要旨という３点の中に

おいて、先ほど追加署名として６５３名というこ

とで増えましたということで、改めてしっかりと

区の方も対応していってもらわなくてはいけない

と思っているわけでございますが、先ほどの議論

で、今回陳情が出て、１、２、３の要旨の中にお

いて、先ほどもちらっと話があったのですが、２

番の国から除染土を足立区に持ち込ませないとい

う部分において、今の段階においては、区として

はそのような対応でよろしいのでしょうか。 

○生活環境保全課長 環境省の方で、除染土中間貯

蔵施設に関するお問合せ窓口というところがござ

います。昨年１１月にそこへ確認したのですけれ

ども、その時点で、今もそうですけれども、県外

への移設、移動の事例はないということでござい

ました。 

○いいくら昭二委員 ３番のところですけれども、

再生可能エネルギー政策、私も予算特別委員会の

委員でございましたので、いろいろ議論させてい

ただいたのですが、区として、新年度におきまし

て、新たな再生可能エネルギーの政策で推し進め

ることが何かあったら教えてください。 

○環境政策課長 来年度、新たなといいますか、拡

充する施策といたしまして、太陽光蓄電池を大幅

に拡充させていただきたいというところでござい

ます。 

○いいくら昭二委員 是非とも、大いに進めていっ

ていただきたいと思っております。 

  あと、この委員会でも議論になっている話です

けれども、安全管理と看板等の表示をするという

ことで、もう一度確認ですけれども、大分議論し

て、従来の御答弁では、他区他市におきまして、

周辺の地域においてもこの看板表示をしていると

ころはないということで話を聞いていますが、こ

れは本当にないのか。 
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  ない理由は、区として、例えば他区と情報共有

したときに、何かそのような情報を得ていたらお

話を聞かせてください。 

○危機管理課長 先日も御答弁申し上げたとおり、

他区でも看板設置しているところはございません。 

  足立区としても、安全を確認しているので、不

安をあおることにつながりかねないそういう看板

の設置というのは考えておりません。 

○小泉ひろし委員長 他に質疑ございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○小泉ひろし委員長 質疑なしと認めます。 

  各会派の意見をお願いいたします。 

○いいくら昭二委員 我が会派といたしましては、

この請願の要旨３点あるということで、先ほど質

問させていただいた２番に関しましては、区とし

てはしっかりそれは対応すると。３番に関しまし

ても、再生可能エネルギーということで今年度も

拡充するということで、１番の部分に関しまして

は、安全管理と看板等の表示をするということ、

他区におきましてはそういうことをやっていない。

足立区におきましては、これは従来からこの委員

会で議論されている話ですけれども、我が会派と

しましても、今回の追加の署名ということで６５

３名と増えているということもありますので、我

が会派としても、また委員会でしっかりと議論し

ていきたいと思っておりますので、今回は継続と

いうことでお願いします。 

○岡田将和委員 継続でお願いします。 

○はたの昭彦委員 これは区民の皆さんの放射能に

対する不安を払拭する意味でも必要だと思います

ので、採択を求めたいと思います。 

○富田けんたろう委員 陳情の要旨の３つ目につい

ては、今、答弁もありましたけれども、新年度予

算にも入っているということだと思いますが、１

番、２番のところで恐らく陳情の皆さん署名が増

えているのかなと思っています。ですから、この

あたりはもう少し議論を進めていきたいなと思っ

ていますので、継続でお願いします。 

○髙橋まゆみ委員 署名が増えているということは、

確実に不安が大きいということであって、見えな

いほうが余計に人は不安であると思いますので、

こちらの方は採択にしたいと思います。 

○野沢てつや委員 私、陳情者の方にお伺いしまし

た。一番特にもめているというか、今、議論にな

っているのが１番ということですが、看板、立て

方を確認させていただきました。その中で、そう

いった汚染土が盛られている場所に看板を立てた

いということでした。 

  正直なところ申し上げますと、保育園とか公園

に大々的に入り口に看板を立てる、そういったこ

とでしたら反対ということですが、その汚染土が

ある場所に看板を立てるのでしたら、そこは許容

範囲だと考えます。ですので、採択でお願いいた

します。 

○小泉ひろし委員長 本件は、継続審査とすること

に賛成の方の挙手を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○小泉ひろし委員長 挙手多数であります。よって

継続審査と決定いたしました。 

  以下の審査に直接担当でない執行機関の退席を

認めます。 

［執行機関一部退席］ 

 

           ◇            

 

○小泉ひろし委員長 次に、報告事項に移ります。 

  ①から⑨まで、以上９件を危機管理部長から報

告をお願いします。 

○危機管理部長 では、報告資料の２ページをお開

きください。 

  アレフ（オウム真理教）対策についてでござい

ます。 

  １、足立入谷地域オウム真理教対策住民協議会

による抗議行動でございます。 
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  （１）日時、３月２２日土曜日午後１時から予

定しております。 

  （２）内容ですが、ア、デモ行進及び足立入谷

施設前で抗議文の読み上げ・投函。少し下りまし

て、イ、講演会。こちらの２点予定しております。 

  続きまして、２、区内アレフ施設に対する公安

調査庁の立入調査についてでございます。 

  こちらの方、公安調査庁が１月２３日実施しま

したので、報告の方を記載させていただきました。 

  ３ページに移りまして、３、公安審査委員会に

よるアレフに対する再発防止処分の決定について

でございます。 

  ３月１０日に決定されました処分内容について

は、これまでのものが継続される形になっており

ます。 

  （３）処分期間、（４）決定までの経緯、（５）

主な効果については、こちら記載してありますの

で、御確認いただければと思います。 

  続きまして、４ページになります。 

  ４、地下鉄サリン事件の風化防止啓発活動につ

いてでございます。 

  ４月、５月と啓発の日程が決まりましたので、

（１）東京藝術大学、（２）東京未来大学という

ことで、若い方向けに風化防止を図っていきたい

と考えております。 

  続きまして、５ページでございます。 

  足立区災害対策条例改正案及びパブリックコメ

ントコメントの実施についてでございます。 

  １、足立区災害対策条例の改正案についてでご

ざいます。 

  こちらの方は、別紙で添付してありますので、

素案の方を御確認いただければと思います。資料

の２の方では、新旧対照表も掲載しております。 

  ２、パブリックコメントの実施についてでござ

います。 

  （２）意見募集期間でございます。３月２５日

から４月２５日を予定しております。 

  （３）実施の予告と（４）案件の公表というこ

とで、こちらで予定しております。 

  ３、今後のスケジュールですが、パブリックコ

メントやりまして、今後の災害・オウム対策調査

特別委員会で報告いたします。９月で条例改正と

いうことで進めていきたいと考えております。 

  ページが進みまして、２５ページになります。 

  ＩＰＤＣ技術を用いた戸別受信機の試験運用に

ついてでございます。 

  １、ＩＰＤＣ技術の概要でございます。 

  こちら、地上デジタル放送波を利用した技術に

なります。 

  ２、試験運用についてでございます。 

  （１）台数です。３０台を予定しております。 

  （２）試験運用予定対象者、こちら表の方で一

覧になっておりますので、御確認いただければと

思います。 

  （３）コストでございます。こちらの方は、今

回、４６２万円予算計上しておりますので、こち

らでの対応ということで考えております。 

  続きまして、２６ページでございます。 

  想定スケジュールは、こちら記載のとおりでご

ざいます。 

  ３、今後についてですが、今回の試験運用の結

果を踏まえて、本運用についてどうするかという

のは検討してまいりたいと考えております。 

  ２７ページに参ります。 

  本庁舎への地震時被災度判定システムの導入に

ついてでございます。 

  １、概要ですが、（３）を御覧ください。内閣

府の首都直下地震対策検討ワーキンググループの

委員である東京大学の楠教授の協力を得てシステ

ムを導入するということになりました。 

  ２、被災度判定システムのイメージについては、

こちら記載のとおりでございます。 

  続きまして、２８ページに参ります。 

  ３、これまでの経緯と今後の流れ、４、東京大
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学との連携については、こちら記載のとおりでご

ざいますので、御確認いただければと思います。 

  ２９ページに行きまして、経費についてでござ

います。 

  イニシャルコストについては１２３万円、運用

コストについては６万円を想定しております。 

  続きまして、３０ページに参ります。 

  コミュニティタイムラインの取組についてでご

ざいます。 

  １、あだち防災リーダーによるコミュニティタ

イムライン、ＣＴＬ運用訓練の実施結果について

でございます。 

  こちらの方、（２）実施日時、２月２２日に実

施いたしました。 

  （３）対象者、（４）参加者、記載のとおりで

ございます。 

  （５）訓練の効果、今後の方針については、こ

ちら表にまとめました。これに沿って、今後の方

針として、リーダーの意見を聞きながら進めてま

いりたいと思います。 

  続きまして、３１ページです。 

  訓練内容については、第一部においては、スマ

ホを操作しながら訓練を実施いたしました。オー

プンチャット形式を用いて情報伝達訓練をやった

ところでございます。 

  ３２ページに参ります。 

  ウの訓練の振り返り、第三部というところで、

みんなで振り返りを行ったところでございます。 

  続きまして、２、新田地区ＣＴＬ運用訓練につ

いてでございます。 

  新田地区の運用訓練を、（１）実施日時・場所

ですが、３月２４日の夜に地区の方と一緒に訓練

をやりたいと思っています。 

  （２）対象者、（３）訓練内容については、記

載のとおりでございます。 

  続きまして、３３ページでございます。 

  ＣＴＬ策定の手引の公開・周知についてです。 

  （１）ＣＴＬ策定の手引を資料として添付しま

したので、御確認いただければと思います。 

  今まで荒川沿線ということでやってきましたが、

沿線以外の地区でも、我々が支援しながら策定と

いうことで取組を広げております。 

  続きまして、３７ページでございます。 

  令和６年度地区防災計画及びコミュニティタイ

ムラインの策定についてというところでございま

す。 

  １、地区防災計画策定支援の進捗でございます。 

  （２）の進捗を御覧ください。こちらの表、策

定目標１０３地区のところ、策定済地区１０２地

区、見直し地区数４７地区ということで進んでお

ります。 

  イ、令和６年度の策定状況ですが、こちらの表

に整理しましたので、御確認いただければと思い

ます。 

  ３８ページに参ります。 

  （３）今後の方針です。令和７年度は、既計画

の見直し及び危険度ランク５及び４以外で策定を

希望する地区に向けて支援は行ってまいりたいと

考えております。 

  ２、コミュニティタイムライン策定支援の進捗

でございます。 

  こちらの方は、別紙の方が付いていますので、

御確認いただければと思います。 

  続きまして、４４ページに参ります。 

  令和６年度足立区総合防災訓練についてでござ

います。 

  概要ですが、令和６年１月１日に発生した能登

半島地震の状況を踏まえて、職員の参集と初動の

対応、あと冬の環境下での対応を主眼に訓練を実

施しました。 

  ２、日時ですが、図上訓練、１月２５日の午前

中行いました。実動訓練の方は、同日の午後実施

しました。 

  主な場所、実施内容については、記載のとおり
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です。４５ページ、４６ページに実施内容をまと

めておりますので、御覧いただければと思います。 

  それと、別紙の方でやった会場と職員からの振

り返り等の課題を掲載してありますので、そちら

で御確認いただければと思います。 

  続きまして、４９ページになります。 

  足立区防災会議の結果についてでございます。 

  こちらの方、２月４日行いました。 

  ３の出席者ですが、足立区防災会議委員、防災

会議専門委員というメンバーで実施したところで

ございます。 

  ４、会議内容、５、議事の承認については、記

載のとおりでございます。 

  ６、主な意見というところですが、在宅支援を

どのように行っていくか検討する必要があるとい

うことで、専門委員の方から御意見を頂いたとこ

ろでございます。 

○小泉ひろし委員長 それでは、質疑に入ります。 

  何か質疑はありませんか。 

○水野あゆみ委員 私から何点か質問させていただ

きます。 

  まず、足立区災害対策条例改正のパブリックコ

メントの件についてでございますが、区民の責務

というところで、区民が取るべき平常時の行動と

いうことで、様々載っております。 

  例えば家具転倒防止、出火の防止だとか、３日

分以上の飲料水、食料及び医療品等の生活物資を

備蓄し、かつこれらを持ち出すための準備など、

この辺、７番については新たに加わったところな

のかなと思います。 

  例えば家具転倒防止などは、補助金などもござ

いまして、区民としても予防がしやすいのかなと

思いますけれども、今、本当に物価高の中で、備

蓄品、保存食が高くなっています、前よりも。こ

ういったものを、日々の食事が大変な中で備蓄を

する保存食にまで手が回らないというところもあ

るのかなと思います。 

  そうしたところへの支援というところもまた必

要になってくるのかなと思いますけれども、その

辺、この９月条例改正に向けてどのように周知を

していくのか。 

  まず、周知について、どのようにしていこうと

されているのか、お伺いいたします。 

○災害対策課長 まず、周知ということでございま

すが、このパブリックコメントの期間４月２５日

までございますので、その間区民の方に広くとい

うのはもちろんですけれども、あと避難所運営会

議の本部長さん方が集まる大きな会議などもあり

ますので、そういったところを通じて御意見をも

らったりですとか、その後も町会・自治会であっ

たり、そういうところに広く周知をさせていただ

ければと思っております。 

○水野あゆみ委員 周知をしてパブリックコメント

で様々な御意見、町会・自治会などにも伺った上

で、保存食については、例えば町会・自治会で使

えるような補助金なども必要になってくるのかな

と思いますが、その辺はいかがでしょうか。 

○災害対策課長 基本的に、今回条例改正の中で、

区民の責務という形で自助の取組なのかなと考え

ているところです。 

  とはいえ、条文に書いたからといって、区民の

皆さんの備蓄が進むわけではありませんので、条

例改正をお認めいただいた後に、具体の区民の方

の備蓄が進むような施策というのは、別個にまた

考えてまいりたいと思います。 

○危機管理部長 今、災害対策課長申し上げたとお

りですが、区民の備蓄含め、この間予算特別委員

会でもいろいろな議論あったと思うのですが、特

に在宅支援、そういう視点で我々の取組も広げて

いこうと思っていますので、今、災害対策課長答

弁申し上げたとおり、条例改正後何らか我々も手

を打たないとと考えておりますので、その辺で検

討させてもらえればと考えております。 

○水野あゆみ委員 区が備蓄するにも倉庫だかと備
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蓄するスペースも限りがあるので、やはり区民の

皆さんの自助を更に助けていく取組というのは必

要なのかなと思います。 

  他区では、全戸配布、簡易トイレですか、そう

いうものを配ったり、備蓄品を選べるようなセレ

クトブックなどを配っている自治体もある中で、

条例改正を周知する手段としてはとても効果的な

のかなと思います。様々な方法を区の方でまた考

えていっていただきたいなと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

  あと、災害関連死防止のところも新たに追加を

されました。我が党も、第１回定例会でも、トイ

レトレーラーだとか、そういったものの設置も訴

えさせていただいて、前向きな御答弁をいただき

ましたので、そちらの方もしっかりと、台数含め、

どのようにいつまでにやっていくのかという計画

も含めて御検討いただきたいなと思いますが、い

ま一度いかがでしょうか。 

○災害対策課長 トイレに関しましては、来年度専

任の職員を付けさせていただいておりますが、そ

の中で計画を立て、そうすると足立区の中でどの

辺りにトイレが足りないのかというところが明ら

かになってくるかと思いますので、その中で必要

数だったり、どういったトイレが必要になるのか

等の検討は進めてまいりたいと考えております。 

○水野あゆみ委員 また、平時の使い方も大変重要

になってくるかなと思います。今月も千本桜まつ

りとか様々ございますけれども、移動式ですので、

いろいろなところで使えるような方法も御検討い

ただきながら、そういった台数も前向きに検討し

ていっていただきたいと思います。 

  次に、ＩＰＤＣ技術を用いた戸別受信機の試験

運用についてですけれども、３０台という限られ

た数のうち、４台は区で運用するというふうに載

っているのですが、この運用方法、区ではどのよ

うに運用するのか、お伺いいたします。 

○災害対策課長 基本的には運用といいますと、試

験放送が流れてきて、それがちゃんとキャッチで

きるかどうかという形になりますので、本庁舎で

あったり、また場所を変えたりして、きちんと確

認ができるような体制で進めてまいりたいと思っ

ております。 

○水野あゆみ委員 視覚障がい、聴覚障がい、肢体

不自由とか様々な障がいをお持ちの方に、何世帯

か配布して運用するということですけれども、区

の方で４台持ってしまっていいのかなというのは

すごく感じます。いろいろなところに１台でも多

く配布して試験運用していった方がいいのではな

いのかなと思ったのですが、そこはまた御検討い

ただきたいなと思います。 

  また、メリットは２４ページの方に載っていま

すけれども、デメリットのところについて、これ

からの試験運用で見ていくのかなと思いますが、

例えば使いづらいとか、受信できない状況があっ

たとか、細かくそういったデメリットについても

把握していくのだと思いますが、そのような細か

く図っていく方法というのは、どのようにされて

いくのでしょうか。 

○災害対策課長 実際にお使いいただいた世帯には、

当然、アンケートのような形で、使い勝手ですと

か、こういう点がよかった、悪かったという御意

見を伺いたいと思っておりますので、そういった

ところを踏まえて、本格導入するのかどうかとい

うところは検討したいと思います。 

○水野あゆみ委員 様々な障がいをお持ちの方なの

で、例えばテレビのない部屋にいて作業をしてい

たりすると、聴覚障がいの方であれば全然聞こえ

ないですし、視覚障がいの方ももちろんそうです

けれども、そういった様々な不具合も出てくると

思いますので、細かくそういったお声をキャッチ

できるような体制づくりをしていただきながら、

本格運用に向けてそういった声を反映させていっ

ていただきたいと思います。いま一度、いかがで

しょうか。 
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○災害対策課長 コスト的な面もありますので、ま

だこれで必ずいくと決めたわけではございません

けれども、そのあたり実際に使っていただいた方

のお声なども丁寧に酌み取りながら、検討を進め

てまいりたいと考えております。 

○小泉ひろし委員長 他に質疑、質問ございますか。 

○はたの昭彦委員 私からも少し、足立区災害対策

条例改正案及びパブリックコメントの実施につい

て、条例改正案の中の３４条の３に、マンション

の建築主に対する備蓄のために必要な場所の確保

というのが盛り込まれていますけれども、これは

備蓄倉庫をなるべく造るようにということなのか、

それともそういうのが置けるような空間を確保す

るということでの意味合いなのか、まず確認させ

てください。 

○災害対策課長 マンションの備蓄倉庫の確保につ

いては、今、建物の大きさとか戸数によって設け

るように決められているかと思いますので、それ

とは別に、この条例の中で更に倉庫を造れという

ところではございませんで、できる限りスペース

の確保をしていただきたいといったところの内容

になります。 

○はたの昭彦委員 実は、私、マンションに住んで

おりまして、今、マンションの理事をやっており

まして、こういった防災についてもその理事会の

中で話し合うのですね。 

  その中で、ついこの間も、防災の備蓄品という

のはどうしようかという話になったときに、なか

なかその場所がないし、マンションの入り口のと

ころにちょっとしたスペースは設けないといけな

いので、そういう空間はあるのですけれども、そ

こにただ置いておくわけにいかないし、結局は個

人だよねという話になってしまったのですが、そ

こを突破しながら、ただ、その負担も大変なので、

予算特別委員会のときも、来年度からかな、新築

については、新築でしたっけ……（「新築ではな

い」と呼ぶ者あり）新たにそういうことで補助を

するということがあったけれども、そういう場所

とか備蓄倉庫がないと、結局そういう補助も受け

られないということで言うと、今ある建物のマン

ション、今あるところの支援というのも大事だと

思うのですが、それについては今後どういうふう

にしていくのでしょうか。 

○副区長 来年度から実施予定のマンションの備蓄

については、まちづくり条例の、要綱ですかね、

に基づいて、６階建て３０戸以上だったかな、そ

このマンションで備蓄倉庫を造るようにという指

導をしています。そこを確保しているところをま

ず手始めに、要望を上げていただいて、備蓄物品

を区から助成するという制度に今なっています。 

  ただ、今後は、条例に基づく備蓄倉庫はなかっ

たとしても、もし置けるようなところがあれば、

そういうところにも助成していこうという流れで

つくっていきたいと思いますが、今のところは、

まず第１段階として、条例で倉庫をお願いしてい

るところからスタートしているということです。 

○はたの昭彦委員 それと、顔の見える付き合いと

いうことで、町会・自治会への加入が一番だと思

うのですけれども、なかなかそこは区ではできな

いというところがあるのですが、そういったまち

づくり、地域との関係での顔の見える付き合いと

いうのについても、具体的に何か考えていること

があったら教えてください。 

○危機管理部長 地域との顔の見える関係づくりと

いうのは非常にいろいろ難しいところがあって、

うちの一事業だけでできるところではないのです

が、うちの危機管理部としては、そういった意味

で防災訓練をサポートしたり、避難所運営訓練も

できるだけ多くの人の参加を協力したり、あと防

災区民組織といった町会でやっている組織もあり

ますので、そういったうちの事業の中でできる範

囲で、顔の見える関係づくりとか、地域がうまく

いくようなサポートはしていきたいと考えており

ます。 
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○はたの昭彦委員 災害・オウムの話ではなくなっ

てしまってあれですけれども、意見として、今、

地域の中で町会・自治会、高齢化する中で盆踊り

ができないとか、地域のイベントができないとい

うことが多くなっていて、そういうイベントを通

じて、地域の中で親しみとか顔の見える付き合い

というのは進んでいくわけですから、そういう意

味では、課を超えた取組でそういったことを進め

ていっていただきたいと思います。 

  次に、本庁舎の地震時の被災度判定システムの

導入についてということで、いいことだと思うの

ですけれども、ただ、被災度判定システムという

のが、どの程度正確なのかというのが分からない

のですけれども、判定システムというのは既に出

てきていて、それに基づいて、これぐらいの揺れ

でこれぐらいの建物だとこれぐらいの被害だとい

うふうになると思うのですが、今まで、どこかで

こういった被災の判定システムを運用して実績と

いうのはあるのでしょうか。 

○防災対策担当課長 こちら東京大学の楠先生が開

発しているシステムに関しては、原発の施設です

とか大学病院、それと寺社、五重の塔とか、そう

いうところについて運用されているそうです。 

○はたの昭彦委員 だから、実績ということで言う

と、例えば熊本だかと東日本とか、大学病院で実

際にシステムがあって、そこで得たデータの結果

と、建物の実際の被害度の相違とかというのはど

うなのかなというのが分からなかったので質問し

たのですが、改めてお願いします。 

○防災対策担当課長 楠先生のシステムでは、今の

ところ破壊という形で出た実績はないそうです。 

  ただ、このシステムは、破壊というふうに出て

も、それが確実に壊れているわけではないという

話なのですね。もし異常値が出れば、そのフロア

に対して壁を外したりして目視をするということ

になりますので、一つの目安としてシステムを使

っていくというような方向性になっています。 

○はたの昭彦委員 地震起きたら、データが数分後

には指定したメールに判定結果が届くということ

で、そのシステムに基づいた判定結果が区の方に

届くと。それに基づいて、区の方で建物を実際に

見て行って、大丈夫なのか確認するということで

のメリットが得られるということですよね。 

○防災対策担当課長 おっしゃるとおりです。 

○小泉ひろし委員長 他に質疑。 

○富田けんたろう委員 私からも何点かお伺いしま

す。 

  まず、地下鉄サリンの件ですけれども、アレフ

対策です。４ページ、この報告の最後のところの

項番４です。風化防止啓発活動ということで、新

年度以降、区内の大学、公共施設等にこのパネル

の展示をやっていくという話です。 

  区内大学については、ここに書かれている藝大、

未来大学以外にもあるかと思うのですが、他の大

学にも是非この展示お願いしたいなと思うのです

が、いかがでしょうか。 

○危機管理課長 ここには、取りあえず４月、５月

の予定ということで東京藝術大学、東京未来大学

を載せさせていただいたのですが、６月以降も帝

京科学大学、東京電機大学、文教大学等、今、声

を掛けて調整しているところでございます。 

○富田けんたろう委員 可能な限り、区内全ての大

学に是非お願いしたいなと思っています。中には

どうしても、センシティブな話題ですから、ちょ

っとという大学もいらっしゃるかもしれませんけ

れども、学問の自由の中で大学の自治というのは

認められているわけで、すなわち宗教のような外

部からの干渉を受けないということですから、是

非、今回、地下鉄サリン事件風化防止啓発条例つ

くったわけなので、これを錦の御旗に背中を押し

ていただきたいなと思いますが、改めていかがで

しょうか。 

○危機管理課長 富田委員おっしゃるとおり、条例

を制定して、その条例をキックオフとして、令和
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７年１年間を通じてキャラバン形式で各大学で行

っていきたいと考えています。 

○危機管理部長 ちょっとだけ補足すると、決して

各大学必ずしも両手を振って快くという感触では

ないです。 

  ただ、今回、足立区が条例つくって前向きに進

めたいという意思表示は、条例をつくったことで

向こうも受け止め方が一つ違うというところが正

直ありますので、せっかく御賛同いただいた条例

を使って、各大学にはしっかり協力を求めてまい

りたいと考えております。 

○富田けんたろう委員 是非よろしくお願いします。 

  続いて、コミュニティタイムラインの運用訓練

の報告ですけれども、私も今回この訓練に参加を

させていただきました。非常に訓練としては実り

のある訓練だったのかなと思っています。 

  実際にこの報告資料で、いい訓練だったという

報告ですけれども、一方で、課題はなかったのか

というところを確認したいのですが、そのあたり

いかがでしょうか。 

○防災対策担当課長 こちらの訓練では、情報共有

の仕組みということで、ＬＩＮＥを使った情報共

有の仕組みを皆さんに学んでいただいたのですけ

れども、やはりスマホの操作に慣れていない方も

いらっしゃったというところで、こちらコミュニ

ティタイムラインを情報伝達するときに今後スマ

ホ等々使うようであれば、そのスマホの使い方と

か、そういったことを知ってもらうことが課題と

考えています。 

○富田けんたろう委員 おっしゃるとおりだと思い

ます。私も見ていて、確かに携帯の操作、スマホ

の操作にふだんから慣れている方とそうでない方

で、かなり訓練のスピード感というのは違ったな

と思います。 

  ＬＩＮＥのオープンチャットということで、オ

ープンチャット使った訓練そのもの自体は非常に

有効なのかなと思っていますけれども、そこのス

ピード感というは、難しい方にはかなりつらかっ

たのではないかなと感じています。 

  それだけではなくて、私がもう一つ課題を感じ

たのは、町会長さん、要は地域と防災リーダーさ

んとのコミュニケーション、ここが課題なのかな

と感じました。防災リーダーの皆さんと会話をし

ていると、防災リーダーさんに若干負荷が掛かっ

ているのではないかなと感じたのです。 

  どういうことかというと、ＣＴＬ運用していき

ましょうよとリーダーの皆さんが地域で言っても、

例えば町会長さんは、長年の経験から、これくら

いなら大丈夫だよと言って、せっかく作ったもの

があまり話し合われていないというか、実際町会

長に持っていたけれども一蹴されちゃったよみた

いな話もあったのですね。 

  ですから、ＣＴＬをワークさせるためには、私

は防災リーダーさんと町会長さんとの連携は欠か

せないなと思うのですが、このあたりいかがでし

ょうか。 

○防災対策担当課長 まず、防災リーダーの制度自

体を各町会長に知っていただきたいという話もあ

りました。 

  その中で、今後、町自連を回って、今後の地区

防災計画をつくっていただけるところを探します

ので、そういった際にこのリーダー制度というの

はちゃんと説明していきたいということと、３月

２４日、まず皮切りに新田地区の訓練ありますの

で、こちら防災リーダー約７名の方から、今のと

ころ参加したいという御意見があります。このと

きに顔合わせというのをさせていただきますので、

その関係が今後も続くように、足立区でも仲介し

ていきたいなと考えております。 

○危機管理部長 今、課長御答弁申し上げましたけ

れども、その連携欠かせないと富田委員からお話

があったのですが、各地区とリーダーとの訓練だ

とか、顔合わせの回数をやはり回数としてつくら

ないといけないと思います。そこをどうやるのか
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というのが我々の課題だと思いますので、そこを

含めて、今後進め方は検討していきたいと思いま

す。 

  また、３月２４日、まず新田地区ありますので、

そこも実際やってみて、しっかり反省して今後の

課題を洗い出して、その関係づくりというところ

は十分気を使って進めてまいりたいと考えており

ます。 

○富田けんたろう委員 現状の確認ですけれども、

防災リーダーがいる地域の町会長さんというのは、

自分の地域に防災リーダーがいるということは皆

さん知っているということでよろしいでしょうか。 

○防災対策担当課長 ＣＴＬを作っている地域の

方々は、一応紹介させていただいているのですけ

れども、それ以外の方は、恐らくまだ我々のＰＲ

が不十分なところありますもので、今後、令和７

年度から、ＣＴＬだけでなく地震対策にまで制度

を拡大していくという話もありますので、地域の

方にもＰＲをしていきたいと考えております。 

○富田けんたろう委員 今の答弁だと、そもそも防

災リーダーさんはそれぞれ担当の地域があります

よね。今、私が質問した趣旨は、町会長さん自分

の地域があって、その自分の地域を担当している

防災リーダーが誰かというのは、それは皆さん御

存じなのですね。 

○防災対策担当課長 今のところ、担当地域がそれ

ぞれ決まるまでに至っておりません。今後、地震

とか、そういった水害対策だけでなく自分の住ん

でいる地域で活動できるようにという形で制度を

拡大していきますので、その中でいろいろ地域と

顔合わせというのを我々の方で設定していきたい

と考えております。 

○富田けんたろう委員 分かりました。本気でこの

ＬＩＮＥオープンチャットを運用していくのであ

れば、またスマホの操作に戻りますけれども、町

会長さんも当たり前に使いこなせないとワークし

ないと思うのです。 

  私も、今回、訓練に参加して、初めてこのコミ

ュニティタイムラインというのを見ました。それ

こそ前期から、コミュニティタイムラインの議論

はこの災害・オウム対策調査特別委員会でやって

いましたけれども、私も初めて見たときに、町会

長さんがすべきことというのは必ずどのタイムラ

インにもあるわけです。ですから、どうしてもこ

のオープンチャットでやろうと思うと、町会長さ

んが何かそのオープンチャット内で発言をしたり、

これ必要になってくるので、そのあたりのスマホ

の操作の部分まで防災リーダーさんに手取り足取

りサポートしてもらうのかというと、それは負荷

があまりにも重たいのではないかと感じたりもし

ていますので、これから顔合わせの機会をしっか

りやっていくというところで、区が間に入って、

そこのコミュニケーションのところをサポートし

ていただきたいと思っていますけれども、最後、

改めていかがでしょうか。 

○防災対策担当課長 実は、訓練終わった後、リー

ダーの方四、五名残っていただいて、スマホの使

い方、ＬＩＮＥのオープンチャットの設定の仕方

というのを詳しく聞いていただいています。そう

いった資料も我々の方で作っていますので、必要

ならばそういう資料をお渡ししたいと思います。 

  また、私が受け持った班ですけれども、ＬＩＮ

Ｅの操作が苦手な方も、声の入力の方法を知って

いただいたときにかなり進んだというところもあ

りましたので、こちらも一つのヒントとして、

我々、スマホの使い方というのも含めていろいろ

周知していけたらなと思います。 

○富田けんたろう委員 スマホの使い方もそうだし、

町会長さんと、せっかく防災リーダーの皆さん応

募していただいたので、手挙げていただいたので、

皆さんとのコミュニケーション、ここをしっかり

区が間に入ってやっていただきたいと思います。 

  非常に皆さん意識の高い方々で、感銘を受けま

した。ですから、町会長のコミュニケーションう
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まくいかずに挫折をしてしまっては元も子もあり

ませんので、要望させていただきます。 

  それに関連することですけれども、潜在防災士

の話です。これは予算要望で会派から要望させて

いただきましたけれども、区とのつながりが希薄

な防災士を町会・自治会とつなげるための機会を

令和７年度からつくっていくという予算要望で回

答がありましたけれども、どのような機会を予定

されているのか、決まっていれば教えてください。 

○防災対策課長 実際、区民の中に１，０００名ほ

ど防災士の方がいらっしゃるということですが、

なかなか我々コンタクトが取れる状況にありませ

んので、どういう形でそういう方たちをつかまえ

られるかというところは、方策から検討しないと

なかなか進まないのかなと思っております。ちょ

っとまだ模索をしている段階です。 

○小泉ひろし委員長 他に質疑。 

○野沢てつや委員 足立区災害対策条例改正という

ことで、先ほど水野委員からもお話がありました

が、保存食が非常に高騰していると思います。 

  その中で、最近、ロングライフの保存食が出始

めているみたいですが、これに対して区の把握状

況を教えていただけますでしょうか。 

○災害対策課長 日々新しいもの出ておりますので、

私どもそういったもの情報をつかんで調査してい

るところでございますので、情報としてはつかん

でおります。 

○野沢てつや委員 実は私、懸賞で当たったのです

ね、ロングライフの保存食。１２食当たりました。

２５年ということですが、幾らだか御存じでしょ

うか。 

○災害対策課長 すみません、価格的には私承知し

ていないところでございます。 

○野沢てつや委員 私も分からなかったのでググっ

てみたのですが、１万９，８００円でした。高い、

本当に高いのですね。 

  保存食の価格が高騰している中で、そういった

ロングライフの保存食というのも、費用対効果を

考えてみてもいいのかなと思うのです。非常に費

用が高いので、区で一括して買い上げてという方

法もありますし、お金の補助を出すという方向も

ありますので、もう少し早めに検討していただけ

たらと思うのですが、いかがでしょうか。 

○災害対策課長 区の備蓄品として取り入れるかど

うかにつきましては、賞味期限とか、価格とか、

食味なども重要な状況になってまいりますので、

そのあたりを踏まえて、総合的に検討させていた

だければと思います。 

○野沢てつや委員 続きまして、コミュニティタイ

ムラインの取組です。３０ページ、非常にいい取

組だと思います。 

  ちょっとだけ気になったのが、３０ページ、

（４）参加者数のところで、２０代と４０代がい

ないのですが、これは理由的なものは把握されて

いますでしょうか。 

○防災対策担当課長 その年代の方自体が、防災リ

ーダーにいらっしゃいません。 

○副区長 これまでの防災士さんは、町会の推薦で、

そこで手を挙げた方が防災士として登録をしてい

る制度になっています。 

  これから私たちが目指すのは、そうではなくて、

今後防災士として活躍したい人を募集して、その

方に手を挙げてもらって町会と連携をしてやって

いくというような仕組みにしたいと思いますので、

若い人に是非声を掛けるような形、例えば広報紙

で募集するとか、そういうことをしていきたいと

思います。 

○野沢てつや委員 副区長のおっしゃるとおりだと

思います。梅田何丁目だか忘れてしまいましたけ

れども、町会長さん８０代の方が防災士としてみ

んな引っ張っているというお話もされていました

し、やはり若い方に防災士になっていただいて、

地域のリーダーとして取り組んでいただけるよう

お願いしたいと思います。 
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  最後に、４２ページです。災害時避難所生活に

関する意見交換会で、いろいろな方に意見を聞い

ていただけたということで、本当にいいと思いま

す。 

  意見交換会で出た意見ということで、いろいろ

なことが羅列されているのですが、私、予算特別

委員会で、いろいろな困った方々のためにマップ

を作ったり、表示したりした方がいいのではない

かということで質問させていただいたのですが、

そのとき課長さんはどういった回答いただきまし

たでしょうか。 

○災害対策課長 今現在やっているものといたしま

しては、ハザードマップにエレベーターの表示だ

ったり、区のホームページにエレベーター、バリ

アフリートイレ、こういったものの掲載をさせて

いただいている、そういったふうに御答弁させて

いただきました。 

○野沢てつや委員 おっしゃるとおり、そういった

答弁でした。 

  ただ、ここに出た意見を見ると、障がい者の方

は人工呼吸器を使用しており停電が死活問題であ

るとか、女性、妊産婦、子育て世代の方は避難所

で子どもが泣いたとき周りの目が心配であるため

子連れのみのスペースがあると安心できるとか、

こういった意見を吸い上げていらっしゃるわけで

すね。 

  その中で、ホームページにエレベーターの記載

があるとか、そういったことで回答いただいたの

ですが、本当にそれでよろしいのでしょうか。 

○災害対策課長 当然、障がいの方ですとか、子育

て中の方、皆さん様々な課題とか困り事とかお持

ちでいらっしゃいますので、それら全てを十分包

含して情報提供できているかというと、まだそこ

は不十分かなと思います。 

○危機管理部長 今回、いろいろな団体の方、障が

い者含めて聞きました。本当に涙の出るような話、

幾つも頂きました。 

  この後、こういった意見頂きましたので、我々、

地域防災計画に区としてできることを少し整理し

たいと思います。その上で、区として事業化して

順次進めていくという形になりますので、いろい

ろ御意見頂いたので、我々としても少し整理する

時間を頂ければと思います。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。４２ペ

ージの下の今後の方針を読むと、今後も避難所運

営会議や障がい福祉課が実施している各障がい者

団体のヒアリング等々をして多様な視点の把握に

努めていくと書いてありますけれども、努めるっ

て、それでいいのかなと思います。 

  今、危機管理部長がおっしゃったとおり、いつ

災害が起こるか分からない事情ですし、こういっ

たヒアリングを行っているわけですから、やはり

早急にこういった方々に対する表示、そういった

ものをすべきではないかと思うのですが、いかが

でしょうか。 

○災害対策課長 御意見お伺いして、それだけでは

当然不十分でございますので、先ほど危機管理部

長が申し上げましたように、今後、地域防災計画

の改定の中で、そのあたりの御意見を踏まえた上

で、区の施策の方にもできるだけ反映させていき

たいと考えております。 

○野沢てつや委員 是非、早急な対策をお願いしま

す。これ要望です。 

○小泉ひろし委員長 他に質疑。 

○しぶや竜一委員 私から、アレフ対策についてお

伺いをさせていただきたいと思います。 

  足立区地下鉄サリン事件の風化防止啓発推進条

例を制定というところで、あしたからこの足立区

区役所のパネル展のチラシがあったと思います。 

  このチラシは、ちなみにどこに配布しているの

ですかね。議会だけですか、それとも全戸に配布

したり、そういうことはやっていらっしゃるので

すか。 

○危機管理課長 全戸には配布はしていないですけ
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れども、区民事務所等区の施設には配布している

ところでございます。 

○しぶや竜一委員 区民事務所で配布してくれてい

るのであれば、これは大変ありがたいなと思った

のですが、大学とかに対しては、連携してパネル

展４月からとありますけれども、大学等に対して

は、その前にこれやることは事前に周知はしてい

ますか。 

○危機管理課長 事前にお話をしているところです。 

○しぶや竜一委員 分かりました。できれば、せっ

かくこれ作っていただいて、いろいろなところで

これ配布をしていただきたいなと思ったのですけ

れども、ちょっとこれ見ても、前回、「あだち広

報」を拝見させていただきました。すごいインパ

クトのある、非常に区も踏み切った、「あだち広

報」において踏み切った★★周知なのかなと私自

身も感じたのですが、ただ、このチラシと関連付

けてやっていただきたいなと思ったのが、裏は何

も書いていませんし、もったいないなと思って、

今後こういった啓発するときには、この「あだち

広報」、はっきり言って若い人たち見ていません。

というところで、こういったチラシを区民事務所

で配布しているのであれば、「あだち広報」と両

面という言い方もあれですけれども、こういった

周知の仕方、せっかく地下鉄サリン事件の風化防

止の啓発の推進というところで加速化していくわ

けですから、今後そういった広報の仕方について

も気を付けていただきながら、しっかり危機管理

を持っていただきながらですけれども、しっかり

と進めていただきたいと思うのですが、いかがで

すか。 

○危機管理課長 今のしぶや委員のおっしゃったこ

とを反映させて、今後も進めてまいりたいと思い

ます。 

○しぶや竜一委員 是非ともよろしくお願いいたし

ます。 

  また、３月２２日に、私も欠かせたことはない

のですけれども、アレフの抗議活動があるという

ところで、これ事前に聞くのを忘れてしまって大

変あれだったのですけれども、これ開催場所は、

講演会の話ですけれども、舎人の地域学習センタ

ーの学習室となっていますけれども、いつもであ

れば、当然これ入谷の施設のことですので入谷小

学校の体育館を使ったり、今、入谷中学校は大規

模改修があるというところで、その危険も伴うと

ころで難しかったのかなと思ったのですが、これ

舎人地域学習センターにした経緯というのは。 

○危機管理課長 この抗議行動に関しては住民協議

会の主催ということで、住民協議会の意向を尊重

したということもありますが、入谷地域の問題だ

けでなくて、広く舎人も含めて今後協力も依頼し

ていくということで、今回、舎人の方でやらせて

いただくことになりました。 

○しぶや竜一委員 課長が言ったところありがたい

話だなと思うのですけれども、私、前回のときは

それこそ避難所運営訓練と重なってしまって、舎

人の方が参加あまりできなくて人数が少なかった

開催だったと思うのですけれども、今回はそうい

ったところをずらして、私自身も何人かの方に声

を掛けさせていただいて、総合型地域クラブの

方々をはじめ、舎人の方デモ行進に今回は参加で

きるからと力強い言葉を頂いて、恐らく舎人の

方々来てくださると思うのですけれども、舎人地

域学習センターで行ってくださるのは大変ありが

たいのですけれども、舎人の方々も来てくださる、

参加してくれる、これ入谷の方々とか、ちょっと

声を頂いたのが、舎人公園まで歩いて、そこから

移動するときに、自転車で利用してくださる方々

は大変ありがたいですけれども、車の駐車場の台

数も限られているというところで、大変残念だな

と思ったのですけれども、少し距離が遠いから講

演会の方は私たち参加できませんという声を頂い

たのです。 

  こういった声は出るのも当然ですし、ただ、せ
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っかくデモに参加していただいた以上は、今回３

０年の節目というところもありますし、この講演

会是非とも聞いていただきたいと私も更に強くお

声掛けはさせていただいたのですけれども、この

場所というのはすごく大事だなと、改めて地域の

皆様の声を聞いて感じたところでございます。 

  今後は、課長がさっき言っていただいたように、

舎人でそういった方々の意欲、関心を求めるため

にしっかりとその場所を選んでやっていただくこ

とは大変ありがたいことだと思うのですけれども、

やはりその距離というところは、参加してくださ

っている方々が、デモ行進に参加してくださる

方々が、なかなか若い世代が参加しないというと

ころもあって、シルバー世代の方々が多いので、

結構な距離だとなると講演会まで踏み切るのはな

かなか難しいのかなと思いますので、是非とも今

後そういった場所も工夫を凝らして、デモに参加

していただく方々全てが講演会に参加できること

を私たちも望んでおりますので、そういったよう

に工夫を凝らしていただきたいと思うのですが、

再度いかがですか。 

○危機管理課長 今、しぶや委員おっしゃっていた

だいたことも踏まえて、今後検討を進めてまいり

たいと思います。 

○危機管理部長 今回、場所については協議会の方

の御意見でというところもあったのですが、しぶ

や委員からのそういった御意見も含めて、次回開

催場所については、また一緒に協議会の方と検討

してまいりたいと思います。 

  それと、今週の土曜日の抗議行動の声掛けにつ

いては、誠にありがとうございます。今日、私、

午後から舎人の各町会長さん全員にお話しする機

会ありますので、そこで、いま一度抗議行動への

参加の方はお声掛けさせていただいて、より多く

の方に参加いただけるよう努めてまいりたいと考

えております。 

○しぶや竜一委員 よろしくお願いします。 

○小泉ひろし委員長 他に質疑ございますか。 

○髙橋まゆみ委員 関連して、そのサリンのパネル

というのは、地下鉄の、要は電車のホームだとか、

そういったところでは検討されないのですか。 

○危機管理課長 東京メトロの構内でパネルを展示

すると、そういう意味でしょうか。 

○髙橋まゆみ委員 はい。 

○危機管理課長 申し訳ありません。今回は、それ

は検討しておりません。 

○髙橋まゆみ委員 スポットでやるのもいいと思う

のですけれども、学生だったり、多くの人にこの

事実は知っていただくということが、一番目に付

くのは構内、こういった実際に自分の身と重ね合

わせられるというところで、恐怖というか、怖い

なと思っていただくというのが大事なのかなと思

うので、次でもいいので検討ください。 

○小泉ひろし委員長 他に質疑ございますか。 

○岡田将和委員 全国初、足立区地下鉄サリン事件

風化防止啓発推進条例を制定とありますが、ここ

災害・オウム対策調査特別委員会ですけれども、

条例制定に当たって、報告事項等議論がなかった

ように記憶しているのですが、特別委員会には条

例制定の際はお諮りしなくてよろしいものなので

しょうか。 

○危機管理部長 それについては、先進条例という

ことで、区民の特に大きな責務だとか、そういう

ところがないと私が判断しまして、出さないで直

接総務委員会の方に出した経緯です。 

  予算特別委員会でも指摘されていましたが、今

考えると、そちらの方は、私、１月の委員会のと

きに出しておけばよかったというのは反省してい

るところです。 

  ただ、弁護士の確認とかあって、時間的にも作

業着手するのも遅かった関係で出せなかったとい

う事情もありますが、その点については私の方が

おわび申し上げます。 

○岡田将和委員 ここの委員の皆さん、本当に先輩
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方いろいろなアドバイス頂いたり、心優しい委員

がたくさんいらっしゃいます。いろいろな議論を

１年間させていただく中で、何でこの全国初の条

例、特別委員会に掛からなかったのかなと、副委

員長として。委員の先生方も、心の中では思って

いると思います。住民から選ばれた委員の皆様が

様々なアレフのことに対して議論を重ねる中で、

条例制定は部長の一存で諮られなかったというこ

とですけれども、それで本当によかったのですか。 

○危機管理部長 それについては、今おわびしたと

おり、様々御意見頂いたところからすると、出せ

ばよかったというふうに反省しているところでご

ざいます。 

○岡田将和委員 非常に残念です。法務省へのアレ

フ要請の際も、この会議で議論させていただいて

いる委員長も行けなかった。特別委員会の中にオ

ウムという言葉が要らないのではないかな、個人

的に思います。 

  皆さん心優しいですから、多分言わなかったと

思うのですけれども、私は、お世話になっている

先輩方の声、住民の声を聞いて、この条例制定と

いうことについて議論したかったなと思いました。 

  その中で、この風化防止条例をつくった目的は

何なのかなという話を御説明いただいたときにさ

せていただきました。３０年前事件があったとい

うことを踏まえて、足立区をより安心で安全なま

ちにして、皆さん足立区に来てくださいというこ

とかと思うのですけれども、これ裏面真っさらで

すけれども、これ表だけでよかったのでしょうか

ね。これ裏も使ってしっかりＰＲとかすべきだっ

たのではないかなと思うのですが、この意図につ

いて、趣旨について伺います。 

○危機管理課長 今回作成させていただいたチラシ、

すみません、表だけです。これにつきまして、ま

ず一つは、この表紙のインパクトというか、見て

すぐに入ってくるものということで、こういう体

裁にさせていただきました。 

  やはり文字ばかり多くても、なかなか読んでも

らえないということで、今回インパクトを大事に

して、なかなか置いてすぐに裏まで見るというこ

とも、なのでインパクトに今回は……。 

○岡田将和委員 確かにインパクトありますよね。

でも、インパクトあるのは表面であって、手に取

ったときに、裏面にいろいろな情報は載せられた

と思うのです。 

  例えば公安調査庁、ＰＳＩＡが、今回、風化防

止に先駆けてデジタルアーカイブスというものを

作っておりました。これ私もホームページ拝見さ

せていただきまして、いろいろとインパクトのあ

る言葉を並べて、地下鉄サリン事件、またオウム、

アレフの流れをデジタルで残されておりました。

そういうことも載せられたりできたのではないか

なと思います。 

  先ほど部長の方から、若い人向けというお話が

ありました。このアレフ対策において、今回の風

化防止条例をつくったこと、３０年ということ、

若い人向けということあるのですが、ＫＰＩ、何

か数値目標立てていますか。 

○危機管理課長 今回条例を制定した理由は、先ほ

ど申し上げたとおり、地下鉄サリン事件から３０

年ということで、若い人を中心に事件を知らない

方も増えてきて、それじゃいけないということと、

もう一つは住民協議会を孤立させてはならないと

いうことで、制定させていただきました。 

  なので、数値目標ということではないのですが、

区の姿勢として、令和７年度１年間を掛けて、各

大学を中心にキャラバン方式で回ったりして、周

知に努めてまいりたいというのが趣旨でございま

す。 

○岡田将和委員 きちんと若い人向けというお話が

ありましたので、何人ぐらいにお披露目するのか

ですとか、それを受けてシュプレヒコールに何人

来てもらうですとか、住民対策協議会に何人入っ

てもらう、そういう数値目標も必要だと思います。
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風化防止条例をつくられたのですから、きちんと

ＫＰＩも、目標数値も立てながら行っていただき

たいと思います。 

  続いて、足立区災害対策条例改正について、２

３年ぶりに改正するということですが、改正前と

改正後の比較表を見ると、災害対策事業計画とい

うものがなくなっております。足立区において、

災害対策事業計画というのはつくらなくてよろし

いのでしょうか。 

○災害対策課長 災害対策事業計画という名称のも

のは今現在ないといったところと、そういったも

のがなくていいのかという御発言ですけれども、

区でそれに該当するものは、地域防災計画がそれ

に当たるものというふうに考えてございますので、

具体的な事業計画ではございませんが、地域防災

計画がそれを兼ねているというような認識でござ

います。 

○岡田将和委員 条文の中に、地域防災計画という

文言もございます。また、足立区が制定する地域

総合防災計画という計画はあるのですが、私、地

域防災計画とこの災害対策事業計画というものは、

性質が異なるものだと思います。地域が防災計画

として指針とする計画ですよね。足立区が主体と

なって実施する施策というのが災害対策事業計画

だと思います。 

  例えば千代田区はそういう計画もしっかりつく

っていますけれども、足立区はつくられないとい

うことでよろしいのでしょうか。 

○災害対策課長 現状、特にそういった計画は持ち

合わせてございません。 

  計画といえば、地域の中では地区防災計画とい

ったものもございますけれども、事業計画といっ

たものについては、現状のところでは作成につい

て検討していないということです。 

○危機管理部長 足立区が実際実施するものとして

は、災害事業計画という名前ではなくて、我々と

しては地域防災計画という名前で取組と事業名を

落とし込んで進めているところでございます。 

○岡田将和委員 先ほどから水野委員が備蓄の話、

富田委員がＣＴＬの話がありました。地域防災計

画という計画に足立区は落とし込んでいるという

ことですけれども、やはり足立区の職員、３，０

００名以上いる職員の皆さんが、災害が起きたと

きにどういう動きをするかというエンジンになる

計画だと思うのです。 

  このＣＴＬ、私も拝見させていただきましたけ

れども、いい部分と、もちろんデメリットもあっ

たと思います。船頭が多過ぎて、このコミュニテ

ィタイムラインというのが収拾がつかないように

私は感じました。 

  区の職員の皆様方のサポートを受けながら災害

対策、復興対策ということを行っていかなければ

ならないときに、この災害対策事業計画がないと

いうことは、果たして地域防災計画だけできちん

と機能するのかなというのがすごく疑問に感じま

した。 

  区の職員の皆さんがどこの避難所に行くのかで

すとか、優先順位の高い業務をどう行うかですと

か、先ほど委員の先生方からあったトイレはいつ

までに何％整備するのかですとか、そういう細か

いことを決めていくのが災害事業計画のように感

じているのですが、いかがですかね。 

○災害対策課長 岡田委員御発言の趣旨はよく理解

しております。おっしゃるとおりの部分は当然ご

ざいます。 

  災害事業計画という私どもの事業全てを包含し

た計画というのはつくる予定はないのですが、ト

イレに関しては、今後トイレ計画はつくってまい

りますし、事業の優先度を定めるＢＣＰも私ども

持っております。それぞれ個別の事業に関した計

画というのは今後も作成をしていきたいと思って

おりますので、それで区の災害対策の施策は推進

していきたいと考えます。 

○岡田将和委員 足立区は地域総合防災計画と業務
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継続計画というプランも立てておりますが、私は、

その地域の皆さんで災害復興してくださいという

ことではなくて、足立区が主導して様々な側面か

らサポートしていかなければならないと思ったの

で、この災害対策事業計画ということについて質

問させていただきました。 

  きちんとやらなければ、やはり住民の皆さんが

一番大変な思いをすると思いますので、そのあた

りを含めて今後の検討よろしくお願いいたします。 

○小泉ひろし委員長 他に質疑。 

○いいくら昭二委員 私、１点ほどお伺いさせてく

ださい。 

  アレフ対策についてということで、先ほども

様々な議論があったように、区の方も委員からの

いろいろな意見にしっかりと対応していただくよ

うによろしくお願いします。 

  そして、地下鉄サリン事件の風化防止啓発活動

ということで、先ほどから議論がありましたよう

に、３０周年という節目を迎えているという部分

で、今回条例もできましたということですけれど

も、私がお伺いしたいのは、ここに出ていますけ

れども、公安審査委員会にはアレフに対する再発

防止処分の決定についてということで、足立区を

含めて１６施設ということですけれども、足立区

は毎年のように抗議活動、行動していますけれど

も、３０年ということで大分長くなって、お伺い

したいのは、他地域におきましては足立区と同じ

ような例えば抗議活動とか行動とか、特にこの上

の４施設等を踏まえた上で、足立区としてはどの

ような形で捉えているか、その点についてお伺い

します。 

○危機管理課長 御質問は、他の施設での抗議行動

にどう区はということでしょうか。 

○いいくら昭二委員 例えば水戸市でしたら、茨城

県とか水戸市が、この足立区と同じような形で、

足立区が主催と同じように、水戸市の方でこのよ

うな抗議活動とかそういうのをやっているか、そ

のような話です。 

○危機管理部長 いろいろでして、例えばこの中で

特に盛んにやっているのですと、甲賀市などは年

に１回ぐらい抗議行動をやっております。 

  例えばそのほかの名古屋市とかですと、私、名

古屋市役所へ行って、一緒に抗議行動とかこうい

うのを戦いましょうと誘いに行ったことがありま

す。そしたらば、周りの住民が特に何も言わない

以上は、市としてはやるつもりない、市区町連絡

会の方も一応入るつもりはないというふうなお断

りも受けたりしているところです。 

  ですので、こうした取組については様々なので

すが、具体的に住民がやっているところは、甲賀

と札幌あたりになると思います。 

○いいくら昭二委員 そうしますと、足立区はそう

いう部分においては先頭を切ってこのような対応

をやっている形になると思うのですけれども、こ

れは足立区だけの課題ではなくて、日本全国にこ

のような形あるということで、連携をしながらも

っと盛り上げていかなかったら、この条例をつく

った意味もないだろうと思うし、先ほどの御答弁

の名古屋に行った場合、うちはねということでは

なくて、このような形で足立区の実態を見てもら

いたいということで、例えば今回は３月来週行わ

れますけれども、この周辺地域、八潮とか周辺地

域の人を呼んで一緒に抗議活動とか、そのような

予定はされているのですか、足立区の入谷の地域

において。 

○危機管理課長 住民協議会の方から、抗議行動を

やるというのはほかの住民協議会があるところに

はやっていますけれども、私どもからは、自治体

に関しては市区町連絡会を通してやっているにと

どまっているところでございます。 

○いいくら昭二委員 先ほど話があったように、３

０年、足立区としては条例をつくったわけですか

ら、これからもしっかり進めていってもらいたい。

それは地域の方々の思いでもあるだろうと思いま
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すので、これは何も足立区だけに限らず、札幌で

もそうだと思うし、水戸でも多分そうだと思いま

す。 

  足立区はこのような形でやっているということ

を是非とも見てもらって、一緒になってやってい

こうよという気持ちというのは、足立区が先頭を

切ってそのようなお声掛けとか、例えば来年、今

年は遅いですけれども、来年におきましてはその

ような展開ということも考えたらどうかと思うの

ですが、どうでしょうか。 

○危機管理課長 今のいいくら委員のおっしゃった

ことも踏まえて、検討を進めてまいります。 

○小泉ひろし委員長 他に質疑ございますか。 

○吉岡茂委員 何点か確認です。オウムに関するこ

とですが、まず、あしたから役所でオウムに関す

る写真の展示があるというふうに聞いております。 

  今までの流れの中で、アリオさんの方にお願い

をしたけれど、西新井ではオーケーだったけれど

も亀有では駄目だよというような断られ方をした

ということで、もし私だったらば、次何かそうい

うお願い、展示会のお願いとかちょっとあそこは

行きにくいなとなってしまうような気がする、役

所の担当としてみると。もしそれが私だったら。 

  今後、一つの例として、例えばアリオさんにつ

いてだったら、もうお願いをしないのか、それと

もそのことを理解してもらおうとして再度チャレ

ンジするのか、どうでしょう。 

○危機管理課長 なかなかすぐにというのは難しい

ところではあるかもしれないですが、今後も粘り

強く説得していきたいと考えています。 

○吉岡茂委員 なぜそんなことを言うかというと、

ここのところ、オウムの３０年ということもあっ

てテレビなどでも報道される機会が多いのですね。 

  たまたま昨日夜やっていた番組を見ていて、孫

が何人か遊びに来ていて、今、テレビよりＹｏｕ

Ｔｕｂｅ、でも、９時からは絶対に駄目だからね

ということで一緒に見たのです。９時からの番組

だったので、冒頭だけ見せたのですけれども、例

えば日比谷線、電車の色で「あれ、これ竹ノ塚通

っている電車」というふうに関心を持つというこ

とに驚きが一つ。 

  今、その子は４年生になります。その母親が私

の娘ですけれども、その母親が９歳のときの事件

です。そういう意味で、親のいろいろな感じ方、

それを記憶していて子どもを教育するというより

も、また違う子どもは気付き方をするのだなと改

めて感じた部分があるので、今後、そういう周知

するための資料だとかリーフレット、パンフレッ

トを作るときにも、そんなことも少し考えたらい

いのかなと思ったのが一つでした。 

  それと、これは本当に大変なことだなと思った

のは、その上九一色村に住んでおられた現在は９

６歳になられる方、男性ですが、ちょっと異臭が

するということで、そこに「臭いがするよ、お宅

の方から」と抗議に行ったそうです。警察官も同

行したらしいですけれども、それ以上先に入って

行けなかった。そのことによって事件が起きてし

まって、多くの方が亡くなった、けがをしたとい

うことについて忘れられないと言って、９６歳に

なった今も泣いているのです。それは自分の責任

だと感じていると。そういう感じ方をしている人

たちもいるのだということ、改めて認識していま

す。 

  ですから、無理に関心のないところにこっち向

けということはなかなか難しいと思いますけれど

も、いいくら委員もおっしゃっているように、少

なくとも我々足立区民はそういうことを風化させ

ない、忘れないで、いつ何時そういう目に遭うか

分からない。そういう意味で、条例を制定するに

当たっては、岡田委員の発言も確かにそう、それ

は言い換えれば私と同じことを多分感じているか

ら、地域を思えばこその発言であると思います。 

  その辺の取り組み方もありましょうし、それか

ら人員的な部分、執行機関の皆さんの手が足りて
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いるかといったら、それもよく理解しているけれ

ども、やはり二度と起こしてはいけない、同じよ

うな事件も起こしてはいけない、若い人たちに早

く気付かせる。 

  こういったことの大切さというのも、ここのと

ころ３０年ということでいろいろな番組やってい

ますけれども、そういうところで得るものをまた

私たちは情報発信していくということで、しっか

りと今後も継続して努力していただきたいと思う

のですが、どうでしょうか。 

○危機管理課長 吉岡委員おっしゃるとおりだと思

います。吉岡委員のおっしゃったことを踏まえて、

今後も周知啓発に努めてまいります。 

○小泉ひろし委員長 他に質疑ないですね。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○小泉ひろし委員長 質疑なしと認めます。 

 

           ◇            

 

○小泉ひろし委員長 その他に移ります。 

○しぶや竜一委員 １点だけ情報連絡のところで、

消防団運営委員会の答申の概要が出ています。そ

こで、やりがいを持つ団員が全体の８５％である

一方、３０代から４０代の年齢層ではやりがいを

感じない団員の割合が多いというところで、確か

にこの書かれているところの解決策で、消防団操

法大会に伴う業務負担の軽減というのは、以前、

他の会派の方々もそういったところで触れていた

部分ではあると思います。 

  正に私も、先週から、消防団の操法大会の選手

が決まって、６月１日まで毎週土日練習２時間入

っていますけれども、非常に負担は確かに掛かる

なと思っています。 

  私だけではなくて、消防団の皆様の負担の軽減

というところも考えたときに、入団者数７４万６，

６８１人というところで、正に最新の情報ですけ

れども、それで過去最少というところで、ほかの

ところで例えば加須市ですと、機能別の団員制度

といいますか、大規模災害などで特定の活動のみ

参加できる消防団員の方々がいて、その制度のお

かげで加須市は特に女性が入ってくださって、増

員しているという情報を聞きました。 

  私も、機能別団員制度、そもそもそういうこと

があったのかと初めて知ったところでもあったの

で、足立区、今そういった制度というのは入って

いらっしゃいますかね。多分入っていないと思っ

たのですが。 

○防災力強化担当課長 現在、東京消防庁の方でも、

２３区の特別区消防団というのを所管しておりま

して、機能別消防団員制度は実施しております。 

  足立区内、具体的な数字が今すぐ出てこないの

ですが、すみません、ちょっと手元の資料では持

っておりません。 

○しぶや竜一委員 ということは、足立区の方でも

その機能別消防団員制度はあるということですね。

団員の私もちょっと知りませんでした。すみませ

ん。 

  そういったところであれば安心はしたのですけ

れども、あくまでこの答申というのは消防団員の

中でのアンケートですので、団員の方でやりがい

があるのが８５％というのは当然だと思います。

でないと消防団に入らないと思うので、消防団に

入っているからこそ８５％、やりがいを持って入

ることは当然だと思います。 

  この機能別団員制度があるというところも踏ま

えて、今後、こういったところも区民の方々、特

に若い世代に周知していくことは大変重要である

なと感じたのですが、改めていかがですか。 

○防災力強化担当課長 しぶや委員おっしゃるとお

り、特に女性団員とか学生団員、それぞれ特技に

応じた仕事ができるようにということで進めてい

きたいところでもあります。 

○危機管理部長 この辺十分周知ができていないと

思います。区内の３消防署とも、今日、しぶや委
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員からこういった御意見あったことは共有して、

周知の方法については検討させていただきたいと

思います。 

○しぶや竜一委員 消防団というのは公費が掛かっ

ていて、その辺東京消防庁も厳しい視点で消防団

にはしっかりと伝令であったり、報告であったり

下さっていると思っていて、足立区と３消防署に

おかれましても、しっかりと連携も取ってくださ

っているのかなと思います。 

  ただ、そんな中で、ＳＮＳでの周知というとこ

ろもあるのですけれども、実は消防団員の活動の

中で、写真を撮って、もちろん現場で写真なんか

撮る余裕ないですし、そんなことは御法度だと思

うのですが、例えば操法大会の様子であったり、

相互の他分団の連携であったり、そういった写真

は掲載しても、消防団員の方々は載せるといいと

いうことは、私自身はそれやるべきだと思ってい

るのです。しかし、今の段階だと、広報の担当の

方でない限りは、ＳＮＳでの周知というのは禁止

されているはずだったと思います。 

  その経緯というのは、私も存じ上げてはいるの

ですけれども、写真、ＳＮＳ、何でも載せればい

いというものではないというのは当然ですけれど

も、消防団員の方々が遊び半分で載せるというの

はまた違うと思うのですが、その訓練の様子であ

ったり、そういった掲載はどんどん逆に投げ掛け

ていかないと、はっきり言って矛盾しちゃってい

ることだと思うのです。 

  なので、消防署の連携の機関の方々にもそうい

ったことはせめて許してあげてもいいのではない

かなと思うのですが、改めていかがですか。 

○防災力強化担当課長 しぶや委員おっしゃるとお

り、特に若い方の取り込みということで、ＳＮＳ

での周知というのは非常に大事なことだと思って

おります。 

  どこまでできるかというのは、今回、消防団運

営委員会の答申としても東京消防庁に返している

ところですので、今後そういったことは東京消防

庁の方に意見を上げていきたいと思っております。 

○しぶや竜一委員 ＳＮＳの周知もそうですけれど

も、団員の方々の発信というか、そういったとこ

ろはせめて許していただきたいなというところを

言っていただきたいなと思います。 

○危機管理部長 その辺のルールの方は、私の方で

も一度確認はします。しぶや委員からあったこと

は、先ほどの件と併せて、東京消防庁の方には意

見は伝えてまいりたいと考えております。 

○しぶや竜一委員 是非ともよろしくお願いします。

私も、団員の一人として東京消防庁の方々と連携

をさせていただいている中で、非常にためになる

ことだらけだなと改めて思います。 

  厚生委員会の行政視察の中でも熊本に行った際

に、若者へ若者自身が発信している自治体という

のは、やはり生き生きと活動されていると思いま

すし、ましてや熊本地震で経験をされている世代

だからこそ、自分の地域は自分たちの力で守ると

いう力の差が、はっきり言って私自身も感じた部

分がありますので、そういったところも熊本の消

防団の方々のＳＮＳを見てもらうと、３つぐらい

ＹｏｕＴｕｂｅで上げているので、是非とも見て

いただきたいなと思いますし、そういったＹｏｕ

Ｔｕｂｅの活用であったり、様々御検討いただい

て、ＳＮＳ発信、先ほど課長からもありましたけ

れども、強化をしていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

○富田けんたろう委員 まだちょっと時間がありま

すので、１点だけ質問させていただきます。 

  情報連絡の６ページ、令和６年の浸水深表示板

の設置についてという件ですけれども、まず冒頭、

「表示板を設置したため、以下のとおり報告する」

というふうに記載がありますが、これは各学校や

施設から設置してほしいという希望があったので

しょうか。 

○防災対策担当課長 こちらの施設につきましては、
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避難所となる施設に対して我々からお声掛けをし

て、設置していいよというような流れで設置させ

ていただいております。 

○富田けんたろう委員 恐らくそういうことだと思

います。 

  でも、区外の方と話をしていると、ほかの会派

さんも以前おっしゃっていましたけれども、せっ

かく足立区に遊びに来たのに、飲みに来たのに、

あれを見てしまうとなかなか住もうとは思わない

という声は、確かに一定数あるというふうに私も

この仕事をしてから実感をしているところです。 

  正にこの表示板というのは、メリットとデメリ

ットを考えると、もろ刃の剣というか、そういう

施策かなと思うのですけれども、本当に区民とし

て設置するニーズがあるのかというのは、是非こ

のタイミングでいろいろ庁内で検討していただき

たいと思っています。 

  例えばシティプロモーション課と連携をして、

庁内で是非また議論をしていただきたいなと思う

のですが、そのあたりいかがでしょうか。 

○副区長 実は表示する前に、これを表示するべき

かどうかという議論をしました。 

  というのは、表示することによって危険性をか

えって区民の皆さんに与えてしまうとか、不動産

価値が下がるのではないかということがあったの

ですが、やはり災害が多く発生していますので、

とにかく避難をしていただく、命を守るというこ

とで表示を始めました。 

  今は、総合防災アドバイザーも、もっと表示す

るべきだという御意見もありますので、表示の仕

方はいろいろあると思いますけれども、それをや

めるという方向ではないのかなと思います。 

○富田けんたろう委員 今の副区長の御答弁だと、

やめるを含めた議論も庁内ではしていかないとい

うことなのですかね。 

○副区長 現状においては、まず、区民の命を守る

ということを最優先で進めておりますので、表示

をやめるという考え方は今のところないです。 

○富田けんたろう委員 分かりました。 

○小泉ひろし委員長 他に質疑。 

○岡田将和委員 先ほどしぶや委員からありました

消防団運営委員会の答申についてですけれども、

答申概要の中にも「各消防団本部からＳＮＳで積

極的に発信し」とありますけれども、ＳＮＳ調べ

たのですが、見当たらなかったのですけれども、

それは確認されていますか。 

○防災力強化担当課長 今、現状では、あまりＳＮ

Ｓでの発信というのは進んでいない状況だという

ことは確認をしております。 

  今後、そのようになるように進めていきたいと

考えております。 

○岡田将和委員 やりがいを持つ団員が３０代、４

０代は低いということで、私もまだ３０代という

ことと、友人も消防団に所属して一生懸命活動し

ている中で、いろいろなお話を聞かせていただい

ております。 

  しぶや委員、消防団の一員でいらっしゃいます

ので、お金の話は言いにくいと思うのですが、総

務省消防庁が行っている消防団の力向上モデル事

業という３００万円自治体に出る事業があります。

これを活用して女性団員を勧誘したり、地域の大

学生たちに連携をされたり、ドローン訓練したり、

様々な自治体がいろいろな取組をこのモデル事業

を活用して行っております。 

  区として、こういう事業を検討するというお話

は出ておりますでしょうか。 

○防災力強化担当課長 その３００万円の補助の事

業については、私の方では把握しておりません。

各消防署にも確認をしてみたいと思います。 

○危機管理部長 今、御提案があった３００万円の

事業は、まず我々の方で、どんな事業かというの

は確認させていただきます。 

○髙橋まゆみ委員 私からも、消防団のことをお話

しさせていただきたいです。 
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  組織の活性化というところで、団員だった者と

して、まず先に操法大会というものが、最初の趣

旨とは大分変わってきているかと思うのです。機

械のやり方だとか、そういったものを覚えてもら

うという趣旨だったかと思うのですけれども、今

はそれが変わってきていて、何位になる、優勝す

る、そこばかりに一生懸命になっている。それが

ゆえに、練習に来なきゃいけない、行かなきゃい

けないというのがとても重荷になっているかと思

うのです。それが１時間、２時間、うちの方だと

毎日やっていたので、それは本当に家庭を持って

いる身からすると無理な話であって、そこに来な

いと文句を言われるというようなところがありま

した、実際に。なので、この順位を付けるという

のはおかしいなと思うのが一つです。 

  あと、女性を入れたいというお話があったかと

思いますけれども、前にも少しお話はしましたが、

うちの方では、会費みたいなものを取って飲み会

みたいなものが常習化している。今度団長になら

れるような方とお話したときも、長年やってきた

今までの常識は変えていかないと若い人は入って

こないよという話をさせていただきました。 

  何でかといったら、年末の見守りというあの小

屋で大晦日にやるときも、本当にずっと飲んでい

るのです。消防団のやつを着ながらずっと飲んで

いるのです。そういったところで、何しにあそこ

に、夜中２時ぐらいまでやらなきゃいけないのか

というのが一つと、あと年末の忘年会みたいなも

のは、コンパニオンまで呼んで本当に時代錯誤甚

だしいのですね。 

  そういったところで、ある程度規制を掛けてい

かないと、昔ながらのそういう流れをくんでいた

のでは、団員は全く増えないと思うので、そのあ

たりももう少しお話をされてほしいなと思うので

すが、いかがですか。 

○防災力強化担当課長 まず、前段の訓練につきま

しては、足立区内の最近の火災でも、やはり現場

で実際に消防団が水を出して成果を上げていると

いう面がありまして、その訓練の必要性というの

はあると感じております。 

  ただ、髙橋委員おっしゃるとおりです。その大

会そのものの在り方、例えば順位を付けるだとか、

もともとの目的は順位付けをすることによって真

剣に取り組む、それで一定のレベルまで上げてい

くというところ、あとは団員同士の団結、そうい

ったところが大事ということで競技性を持たせて

いるという面があります。 

  ただ一方、そのことによって、上位になるため

タイムにこだわったりするところとか、あとは一

部の団員だけに負荷が掛かってしまう、ほかの団

員は訓練できないとか、いろいろな問題がありま

す。なので、そういった根本のところも改善を図

っていくべきだと考えております。 

  後段の消防団のコンプライアンスに関わるよう

な内容もございました。制服を着て飲酒をするこ

となど言語道断です。そういったことは、今後改

善していかなければならないと思いますし、古い

体制というものを今の時代に見合ったように改善

していかないと、若い方も入ってこないと考えて

おります。 

○髙橋まゆみ委員 是非進めていただきたいです。

地域の防災をしたくて入ったのです。飲み会をし

たいわけじゃないですからね。そういったところ

を本当に変えていけば、もっと若い子たちに声を

掛けやすくなる。今の状態では、入ってと言えな

いです。なので、改革をお願いいたします。 

○小泉ひろし委員長 他に質疑はございますか。 

○野沢てつや委員 特別委員会は委員の方に質問し

てもいいということですので、しぶや委員にお伺

いしたいのですが、私、先日、若い方にお話して

いる最中、消防団って入った方がいいのですかと

聞かれたときに、ちょっと入ったことないし、ご

めんなさいとか言ってちゃんと答えられなかった

ので、しぶや委員に消防団に入ることの魅力、そ
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して問題点、そういったものを赤裸々にお伝えい

ただけたら勉強になりますので、お願いいたしま

す。 

○しぶや竜一委員 野沢委員から御指名ですので、

消防団、先ほど私からも質問させていただきまし

たけれども、やりがいというところでは東京消防

庁との連携を取れること、また救命訓練、上級救

命講習というのを必ず取らなきゃいけないという

ところで、そういったところのメリットは非常に

あるのかなと思っております。 

  ただ一方で、先ほどの皆様の意見も踏まえて、

アンケート結果でもそうですけれども、若い世代

には家族のいる方もいて御負担で、公費の関係も

あって東京消防庁からも非常に厳しい視点で見ら

れることも多々多々あるのも現実です。 

  さっき髙橋委員が言ったように、ちょっと活動

しなかったら、訓練に参加しなかったら、なぜ来

れなかったのかと責められることもあると思いま

す。 

  そういった人間関係の部分というのは、消防団

に限らず、多岐にわたってあるかと思いますけれ

ども、いつ何が起こるか分からないというところ

においては、消防団員という方々、本当に一生懸

命取り組んでいる方々、私の中では皆さん本当に

一生懸命取り組んでいる方々が全てだと思ってお

りますので、その中で先輩方の背中を見ながら、

私もまだまだ訓練も、操法大会も初めてやらせて

いただきますけれども、そういったところの姿勢、

確かに休みとか削られる部分もあるとは思います

けれども、私自身も精いっぱい今後とも消防団活

動に邁進してまいりたいなと思っております。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。本当に

勉強になりました。 

  ところで、これ手当とかあるのではないかと思

いますけれども、現状、手当に関して十分に足り

ているということでしょうか。それとも、もう少

し手当がアップした方がいいとか、そういった御

要望等ございますでしょうか、質問でございます。 

○しぶや竜一委員 手当に関しては、私の記憶の限

りだと、年末に対しての支給が１万円ちょっと入

ったのかなと。月で言うと８，０００円ぐらい公

費入るか、私はその感覚ですけれども、すみませ

ん、そこはちょっとおろそかですけれども。 

  ただ、今の段階で足りているとか、ほかの団員

の方々から、さっきの話にはなりますけれども、

お金のためにやっているわけではないというのが、

私は消防団の使命だと思いますので、それぞれ使

い道はあるとは思うのですが、私なりの団員の中

では、上げてほしいとか金銭面のことに関して触

れることは決してない。 

○野沢てつや委員 ありがとうございました。 

○いいくら昭二委員 実は私も消防団で２０年ぐら

いやっていますけれども、今いろいろな意見、や

はり人間の組織ですので是々非々あってしかるべ

きだと思います。 

  ただ、消防団は、私たち議員ですけれども、使

命感を持ってやっているということ。少しでもま

ちを守りたい、この地域を守りたい。特に先ほど

他の委員から大会で１分１秒を争うという、やは

り火事というのは１分１秒遅れると倍倍に広がる

という部分において、やはり先輩方も、私も２０

年やってみて経験あるのですが、厳しく言われる

のですが、それは私のことを思って言っていると

いうことで、その中に優しさも当然ある。でなか

ったら誰も付いてきませんという部分においては、

消防団活動というのは、特に私の消防団の団員さ

ん、誇りを持ってやっていることは伝えておきま

すので、よろしくお願いします。 

○水野あゆみ委員 浸水深表示板の件で御意見があ

ったので、私からも申し上げますけれども、我が

党としては、この浸水深表示板の設置を推進して

きたところでございます。 

  というのも、やはり荒川が決壊したとき、どの

辺まで水が来るのかなということは、常日頃区民
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が分かっていなければ、逃げ遅れてしまうという

ことがございます。 

  足立小学校などは、本当に荒川から近いので、

体育館の更に上のデッキの上まで、３．８ｍだっ

たかな、こんなところまで来るのだということを、

表示板を見て私も驚いたのですが、そういったこ

とを小学校の子どもたち、また教員が常日頃から

分かっているということが、逃げ遅れないために

大事だなと感じています。 

  ３．１１でも、津波で逃げ遅れて尊い命をなく

してしまったというのも、津波がどこまで来るの

かというのを本当に皆さんが分かっていなかった

ために被害が大きくなってしまったと思います。 

  そういった逃げ遅れがないように、今、東京都

の方でも、環七沿いなどはここまで来ますよとい

うことを設置していっていますけれども、区も都

に負けずにしっかりと今後も設置を進めていって

いただきたいと思いますので、お願いしたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

○副区長 先ほど御答弁申し上げたのですが、私た

ちはとにかく危険が迫ったら避難していただく、

区民の方の命を守るということを最優先に進めて

いきたいと思います。 

○小泉ひろし委員長 他に質疑ございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○小泉ひろし委員長 なしと認めます。 

  以上で、災害・オウム対策調査特別委員会を閉

会いたします。 

午前１１時４３分閉会 


